
平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
提
出

質

問

第

三

二

号

第
百
九
十
二
回
臨
時
国
会
に
お
け
る
安
倍
総
理
の
所
信
表
明
演
説
で
の
奨
学
金
に
か
か
る
発
言
に
関
す
る
質
問

主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

32



第
百
九
十
二
回
臨
時
国
会
に
お
け
る
安
倍
総
理
の
所
信
表
明
演
説
で
の
奨
学
金
に
か
か
る
発
言
に
関
す
る
質
問

主
意
書

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
行
わ
れ
た
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
安
倍
総
理
は
、
「
若
者
こ
そ
、

我
が
国
の
「
未
来
」
」
と
し
、
「
そ
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
と
す
る
全
て
の
学
生
が
、
無
利
子
の
奨
学
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
発
言
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
必
要
と
す
る
全
て
の
学
生
」
の
「
必
要
」
と
は
、
学
生
本
人
が
必
要
だ
と
判
断
す
る
と
い
う
意
味
か
。
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

二

「
必
要
と
す
る
全
て
の
学
生
」
の
「
必
要
」
と
は
、
政
府
が
「
必
要
」
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
判
断
の
主

体
は
政
府
内
の
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

奨
学
金
支
給
の
可
否
を
、
何
ら
か
の
基
準
に
照
ら
し
て
他
者
が
判
断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
取
捨
選
択
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
、
学
生
が
奨
学
金
の
支
給
を
希
望
し
て
い
て
も
、
必
ず
し
も
「
必
要
と
す
る
全
て
の
学
生
」
に
奨
学
金
が
支
給
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
な
る
。
他
方
、
「
そ
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
と
す
る
全
て
の
学
生
」
と
の
文
言
は
、
奨
学
金
の

支
給
を
要
望
す
る
全
て
の
学
生
に
支
給
さ
れ
る
と
の
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
誤
っ
た
表
現
で
は
な
い
か
。
政

一



府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

「
若
者
こ
そ
、
我
が
国
の
「
未
来
」
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
政
府
は
、
そ
も
そ
も
「
我
が
国
の
「
未
来
」
」
た
る
若
者

の
奨
学
金
の
支
給
希
望
の
需
要
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
予
算
で
「
来
年
度
予
算
編
成
の

中
で
実
現
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


